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Ｏ ＪＲ 折尾駅 (折尾のシンボル) r lｒ l －3;１

不便な駅 と 言われるが、 求 り換えにｌ ｋ ｍ歩いていたこ と を

考えると、 とて も便利な駅。 立体交差させた発想に脱帽。

ﾘ1に、 細絡線 （貨物 引 lj線路） を活川 し、 折尾を通過 していた

客‘11｛を停･11させるために、 150nl 離れた場所に、 ６ ・７ 昏采り場

までつ く っ た。

折尾駅の乗降客 （改札目を川人 りする 数） は九州で5昏目。

折尾駅構内で乗り換えを含む利用客は、 ほ多、 小介にい次いで

九州で3冊日に多い。

Ｉ 所在地 ：八幡|叫区棚川町1･1 【参照 : P2 ～P･1】

０ 堀川沿いのレ トロな飲食街 17ｒ 71罵3 7１

17松まで 1 ヶ月かかっ ていた運搬が、 堀川　　 １ '･．

運河ができたことによ|)、約1迎間に短縮i む
さ れ、 安心 ・安令に行き米で きる よ う に　　 ?1

－

なっ た。折尾駅介 （東川） を出てす ぐ右に、

間川一間ほどの小さな飲食店が φ: ち並ぶ。

什は、蘇州を思わせる柳の木が沢山あった。

川川沿いの レ ト ロ な雰川気の飲食街は、

令国でこ こだけと聞く 。 時々、 ロケ地と して

も使われている。

・ 所在地 ：八幡叫区堀川町 【参照 : P1】

橋く ぐ り跡 岳加

０ く ぐり橋 (橋く ぐ り跡)
この僑には図でわかる よう に橋の ドに道が造られ

てお り、 船曳きはいちいち ロープ を川ひらたにか

え さ な く て も よかっ た。 当時、 川筋には僑が少な

かったが、 僑の ドに道があるのはこ こだけである。

■所在地 ：八幡|'Li区束筑 ： 束筑僑の隣の僑
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折尾駅
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○折尾警察署 旧庁舎
明治39年 （1906） 建築の 「折尾讐察署」 を

昭和16年 （1 9 1 1 ） に折雌愛頁学園に解体移築。

■所在地 ： 八幡 |’ti 区捌川町12･15

０ 三好セキ女史頌徳碑
火の ﾐ好徳松氏は二好鉱業株式会11:の鉱 11で、 人11ﾓ9年 （1920 ） よ り衆議院議□

を2間務めた。 セキ女史は、 女学校が小介と直方に しかなかっ た こ とから、 遠賀

部内に女 ｆ 教介を行う学校の必唆性を感じ、 人IIﾓ7年 （1918 ） に私財を出 して

私4:折尾高等女学校を般立した。 人I臼5年 （1926） 福岡県に、 敷地 ・建物すべて

が譲渡 ・移竹された。碑文は、廣川弘毅 （肖時の外務人| :1、のちに内閣総JI11人匝）

の筆による。

■所在地 ：八幡西区大膳2-23-l 折尾高校Iげ j付近 【参照 ：円6】

囲


